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熱中症対策
令和6年12月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「熱中症対策」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

10番（崎尾亮介） ［登壇］

次に、熱中症対策について質問します。

地球温暖化の身体的影響の顕著なものに熱中症があります。地球温暖化につきましては、地球規模で対策していますが、改善が難し

いのは周知のことだと思います。

日田市におきましても猛暑日の日数は年々増えています。今年度におきましては、５７日間猛暑日があり、そのうち２８日間連続で

猛暑日だったのは報道されたところです。その日田市は全国で見れば、福岡県太宰府に次いで全国で２番目の猛暑日の日数の多さで

した。言うなれば日本でも有数の熱中症危険地帯ともいえると考えます。このことから、日田市の熱中症対策というのは市の地形特

性からの問題であり、積極的に取り組む問題と認識しています。地球温暖化問題が改善しない限りは、この熱中症の問題は恒久的な

問題であり、命に関わる問題であることから地域の住みやすさという点において、市独自の取組も必要であると感じ、質問いたしま

す。

今さらではございますが、熱中症というのは端的に言えば、タンパク質が高温によって変性し、生命維持機能が低下、亡くなる現象

です。ゆで卵が冷やしても生卵のようにさらさらとした状態に戻らないように不可逆なもので、このことから後遺症が深刻であるこ

とを物語っています。さらに、タンパク質が４２度で変性を始めることは変えられません。対策は究極のところ冷やすというのが最

も有効です。

その中において、数々の議員の方がエアコンの設置について質問されています。直近では６月議会で梶原議員がエアコンの設置につ

いて質問され、議論検討中という回答でした。その回答の中に、高齢者の１割の方がエアコンを設置しておらず、設置している方で

も１割の方が使用したくないということでした。その回答から現在までの間に戦術の猛暑日の日数が経過し、エアコンの使用が困難

な高齢者のことが気になったところであります。６月以降、このエアコンの設置についてどのような議論があり、どういった方針で

具体的な活動があれば、お示しください。

福祉保健部長 ［答弁］

おはようございます。私からは、熱中症対策についてお答えいたします。

令和６年第２回定例会での答弁後の進捗状況についてでございます。

市では、エアコンの利用状況の把握を行うため、高齢者が集まって介護予防の運動等を行う週一通いの場のうち、中心部から周辺部

まで幅広く２２か所の利用者２２２名を対象に熱中症予防などの講話を行うとともに、アンケート調査を実施しております。

その結果といたしましては、エアコンを設置している人は２１５人で９６.８％でございました。エアコンを設置している人のうち、

エアコンをつけている人は２０５人で９５.３％でございました。一方、エアコンを設置しているがあまりつけていない、あるいは

つけていない方は１０人で、その理由としては、冷房が苦手と答えた方が最も多く６人でございました。また、エアコンを設置して

いない人は７人で、その理由としては扇風機を使っていると答えた方が最も多く５人ということでございました。

このような結果を踏まえますと、現時点で積極的にエアコン設置に対して何らか補助を行う仕組みを創設することまでは考えにくい

状況と捉えております。

一方で、熱中症は特に高齢者にとって生命に直結することもありますことから、熱中症予防の対策は重要と考えておりますので、包

括支援センター等、関係機関とも連携しながら高齢者の集まる機会を捉えて熱中症対策として暑さを避ける場所の確保や小まめな水

分補給をすることなどの普及啓発についても、今後とも引き続き取り組んでまいりたいと考えております。
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私からは以上でございます。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

続きまして、熱中症対策について再質問させていただきます。

先ほどの答弁では週一通いの場の方を対象ということだったので、今回は在宅で介護されている方、受けている方、暑さを避けるこ

とができない方に視点を置いて質問させていただきます。

熱中症で亡くなる方の８割がエアコンをつけておらず、専門家もエアコンの使用の必要性については周知のことだと思います。猛暑

日のエアコンのない屋内や室内は温度、湿度ともに高く熱中症になる危険があるのは想像に難くありません。現在、在宅で介護され

ている方、受けている方が経済的な理由でエアコンが設置できないと相談に来た場合、どのような対策をされるのか、セーフティー

ネットがあるのか、お伺いいたします。

福祉保健部長 ［答弁］

先ほど対象は週一通いの場ということではございましたけれども、その中には居宅老人の方もあります。その結果から先にお伝えさ

せていただくと、今回の調査結果を見ましても、高齢者がエアコンを設置している割合や稼働している割合は高い水準にあることが

分かりました。

その一方で、ごく少数でありますけれども、経済的な理由によりエアコンを設置していない、あるいは設置していても電気代がかか

るのでつけたがらない方がいることも認められたというような結果もございます。

こうした方も含めまして、設置に経済的に躊躇される方につきましては、民生委員さんですとか地域包括支援センターなどの御協力

をいただきながら、その方々の状況等を十分把握した上で、必要に応じて適宜、社会福祉協議会の生活福祉資金の貸付けですとか、

社会福祉法人のほうでやっております助成になりますが、おおいたくらしサポートなどの既存のそういった支援の制度もございます

ので、こちらの利用可能な支援等につなげてまいりたいというふうに考えているところでございます。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

ぜひ対策、善処してください。

さらに、エアコンを設置していますが使用していない方について質問します。

私自身も介護の経験があり、エアコンを起動する基準が難しいのは過去の経験で理解しております。熱中症において温度、湿度の管

理はとても重要です。暑いなどの感覚ではなく、数値で危険を察知していただく手段で、温度湿度計を利用することが有効だと思い

ますが、そのことについて議論等、現在の温度湿度計の設置状況など分かればお伺いします。

福祉保健部長 ［答弁］

議員御質問のとおり、高齢に伴いまして体内の水分が不足がちとなり、暑さに対する感覚機能、身体の調整機能が低下いたしますこ

とから高齢者にとって熱中症予防の観点から適切に温度調節を行っていただくことは大変重要というふうに考えております。

これを踏まえまして、現在、市の保健師や包括支援センター等の職員が高齢者が集まる週一通いの場ですとか健康教室などの場にお

きまして、熱中症予防のため喉が渇いてなくても小まめな水分摂取を行うことをはじめ、部屋の窓を開けたり、エアコンの温度、湿

度の調節を小まめに行うことにより適切に温度管理を行っていただくことも指導させていただいているところでございます。こうし

た指導で用いるパンフレットの中には、「エアコンや扇風機を上手に使いましょう」ですとか、「部屋の温度を測りましょう」など

のチェック項目が入っており、今後もこうした高齢者の熱中症予防のための啓発を行ってまいりたいというふうに考えております。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

私の理想としましては、全ての高齢者の家庭にエアコンを設置することですが、その前段として危険を察知する基準を明確にするた

めに温度湿度計を全ての家庭に設置でき、そのさらに前段として設置状況などを確認していただければ助かると思っているところで



一般質問｜議事録 令和6年12月定例会

正式会議録からのテーマ別抜粋 3

ございます。

次に、商工観光部長にお伺いします。今年度熱中症の搬送者数は９２人で、昨年の同時期に比べ２４名増えております。このうち高

齢者は全体の６６％で、昨年の高齢者の割合は７１％でした。このことから、いわゆる生産年齢層の熱中症での搬送者が増えている

ことが分かります。

そこで、大分県道路舗装協会が異常高温下の施工における安全の確保について、大分県左官業組合連合会が県に熱中症対策予算の拡

充、空調服や製氷機の購入の補助を要望しているようですが、市にはそういった要望があったのかお伺いします。

商工観光部長 ［答弁］

大分県の左官業組合連合会などから市のほうに空調服の補助の要望があったかという御質問ですが、現在までのところ大分県左官業

組合連合会ですとか日田市の左官業組合のほうから市に対して空調服などの購入費用に対する補助の要望というのはございません。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

先ほども申し上げたとおり、熱中症の問題は恒久的な問題です。特に建設業などは、以前は１時間に１回給水のところを、現在は３

０分に１回給水するなど自主的に対策されているようです。作業効率の面でも、今後、空調服などの支援を考えていく必要があると

個人では考えているところですが、熱中症に対する商工部門での今後の方針があれば教えてください。

商工観光部長 ［答弁］

まず、市が発注します公共工事、土木建築工事等では諸経費の中に現場管理費と一般管理費ということで福利厚生費として被服の貸

与の費用が含まれておりまして、既に多くの受注企業が、実際、熱中症対策として空調服などの購入に取り組まれているというふう

に認識しているところでございます。

また、従業員の健康管理のために、既に空調服等の購入を取り組まれている企業も多く、現在まで建築業を営んでいる事業者や団体

から購入費用の補助に関する要望はないところでございます。

このため、市としましても新たに建設業界に対する空調服等の購入に対する補助制度を創設するというような考えは、現在のところ

ないところでございます。

10番（崎尾亮介） ［質問］

最後、市長に質問させていただきます。

今回の質問は、熱中症対策についてさせていただきました。先述のとおり、日田市における熱中症の問題はとても身近な問題だと個

人では思っています。個人としては、熱中症対策の先進地であってほしいと願っておるところでもあります。日田市にはエアコンが

ついていない高齢者のみ世帯が存在しております。もはや熱中症は恒久的な問題です。最も影響のある高齢者について、今後どうい

う方針を取られるのか教えてください。

市長 ［答弁］

日田市においては、全国的に最も暑い日が多く、今年は猛暑日が２８日連続となり、これまでの記録を更新するなど暑さは一層厳し

くなっております。その中で、特に高齢者にとって熱中症対策は命にも直結することもあるため、大変重要な問題であるということ

につきましては、議員おっしゃるとおり、私も認識しております。

このような中、先ほど福祉保健部長から答弁申し上げましたとおり、今回の調査結果を見ますと、ごく少数ではありますが経済的な

理由によりエアコンを設置していない方がいらっしゃることも認められたところでございます。こうした方には、民生委員さんや地

域包括支援センターなどの御協力を得ながら状況を十分お聞きして、適宜、社会福祉協議会の生活福祉資金の貸付けや、おおいたく

らしサポートなど利用可能な支援につなげてまいりたいと考えております。

また、熱中症対策の一つとして、冷房設備等の要件を満たした市内の施設を市が県と協働し、熱中症一時休憩所として設置しており
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ます。さらに、数十年に一度と予測される危険な暑さの際には、高齢者などの熱中症弱者も利用しやすい場所を確保するため、市町

村があらかじめ指定する指定暑熱避難施設、いわゆるクーリングシェルターについて誰でも利用できる市民の休憩所として開放する

取組も進めていくこととしております。

今後とも、引き続き、エアコンの使用に関する正しい知識や適切な水分摂取など、先ほどおっしゃいました温度、湿度の管理なども

含めて熱中症予防のための普及啓発とともに熱中症一時休憩所やクーリングシェルター等の周知や利用促進にも努めてまいりたいと

考えております。


